
 



 

 



グリフィスと福井パイプオルガン・プロジェクト(F.P.O.P.)について 

 

1870 年 7 月 21 日、東京の大学南校教師を勤めていた米国オランダ改革派教会の宣教師

G.F.フルベッキは、本国ニューヨークの外国伝道局主事ジョン M.フェリスに宛てた手紙で、

福井藩からの教師派遣要請について伝えました。「あなたが適当と思って派遣される方なら、

わたしは引き受けますので、本人とあなたとの間で取り決めた契約によってよいのです」

（高谷道男編訳『フルベッキ書簡集』）。この要請によって、選ばれて福井に赴任した青年が、

ウィリアム E.グリフィスでした。 

フルベッキもまた、ジョンの父で前任の主事アイザック・フェリスによって日本に派遣さ

れ、長崎での教育活動によって要人の信頼を得て、明治新政府の高等教育を託される立場に

なった人でした。長崎での教え子であった横井左平太・大平兄弟の密航渡米にあたり、ジョ

ンへの紹介状を書いたフルベッキは、その後の書信に困惑の念をつづっています。「二人の

教育上またはその他の目的について全責任をもたれるようご心配くださるとは思わなかっ

たのです」（高木不二『幕末維新期の米国留学』）。ジョン M.フェリスはフルベッキが予想も

していなかった好意を日本から来た青年たちに示し、彼らをニューブランズウィックの学

校に通わせました。この後、日下部太郎をはじめ陸続と日本青年が彼の地で学ぶことになり

ますが、その道はフルベッキとフェリスがつくったものでした。やはり伝道局によって派遣

された宣教師メアリ・キダーは、横浜で女学生を教えた学校に、フェリス親子を記念した名

前をつけました。現在のフェリス女学院です。 

 

「親愛なる叔父さま、音楽と歌唱は私の喜び、また命です。…私はピアノとオルガン演奏、

合唱と独唱から始めたいと願っています」（井上篤夫『フルベッキ伝』）。 

宣教師になる前の若きフルベッキが親族に書いた手紙には、彼の音楽への情熱がつづら

れています。優れた歌い手、演奏家だったフルベッキは、開国まもない日本の若者たちにと

って、西洋音楽への導き手ともなりました。 

キリスト教にもとづく女子教育に献身する 150 年の歴史において、フェリス女学院は多

くの日本人が讃美歌とオルガン演奏に出会い、学ぶ場所でもありました。戦後まもなく設け

られた音楽科は、平成に入り音楽学部に発展し、1990 年フェリス・ホールのパイプオルガ

ン設置以来、2000 名を超える学生がそのオルガンによる教育を受けてきました。 

1997 年に開館した福井県立音楽堂（ハーモニーホールふくい）には、ベルリンのオルガ

ン製造所カール・シューケ Karl Schuke 建造のパイプオルガンが 2004 年以来設置されてい

ます。設置にあたり、福井市民オルガン講座の担当講師を務められ、またオルガンの魅力を

紹介するプログラムの企画・演奏などに取り組まれたのが、フェリス女学院教授（現在名誉

教授）のオルガニスト宮本とも子さんでした。 

宮本さんは、フルベッキの愛弟子であった御祖先が、グリフィスと直接会って関わったと



いう縁もあって、ご自分がグリフィスゆかりのまち福井の人々と出会い関わられたことを、

とても大切にされています。20 年以上勤められた大学を退任された後、福井の“大オルガン

の可能性をいろいろな角度から、なお一層ご紹介したい”との思いから、Fukui Pipe Organ 

Project（エフポップ）を、思いを同じくする音楽家の方々と共に立ち上げられました。 

フェリス・ホールの米国製パイプオルガンは 18 世紀ドイツ建造様式で、「バッハのオル

ガン曲が理想的に演奏できる楽器」を目指し、歴史的研究に基づいて建造されたとのことで

す。バッハが聖書の内容をドイツの庶民に伝える歌曲として最晩年に書き残した讃美歌（コ

ラール）全 18 曲を、宮本さんはドイツ製の福井のオルガンで、6 回の演奏会に分けて公演

される企画を進めていらっしゃいます。先日第 3 回の公演を終え、次回は「ウィリアム・

E・グリフィスに捧げる音楽の花束」と題して本年 12 月に開催の予定です。 

 

自らの巨大な功績を公言することのなかったフルベッキの高貴な生涯について、伝記を

著して後世に伝えたのはグリフィスでした。グリフィスはキリスト教伝道者の道を志して

ラトガース大学に入学し、その信仰に基づいて日本の若者たちに教育しました。実はラトガ

ース大学にも、福井と同じく Karl Schuke 建造のパイプオルガンが設置されています。幾多

の縁に紡がれたこのプロジェクトに、多くの方々のご参加をいただければ幸いです。 

 

https://clavichord-organ.com/ 
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